


戦争中は浦和中学の生徒でした。軍事教練ばかり

やっていたり、戦車をつくるのに鉄工所へ動員され、

ほとんど勉強していません。

終戦間近、一人の教師が赴任

してきたんです。その教師が教

室で配属将校に殴られていたの

を目撃し、「あの先生は一体何

者だろう」と思いました。戦争

が終わると、その教師が「君た

ちに民主主義を教える」と言っ

て、ある問題で生徒たちを賛成

派と反対派に分けさせ、ディベートをやらせたのです。

それは実に強烈な印象でした。

その先生が早大史学出身の藤間生大（とうま・

せいた）さんです。

彼が著した『埋もれた金印 女王卑弥呼と日本の

黎明』（岩波新書）はベストセラーになりました。

藤間先生の弟子になった生徒も多かったですね。

1945年8月15日は、終戦の詔書をラジオで聞いた

後、5、6人の仲間で皇居へ向かいました。

「電車が動いているんだったら行ってみようよ」と。

皇居へ向かって歩いていると、遠くから何か音が

聞こえてくる。何だろうと思いながら近づくと、人々

が倒れて号泣する音だったんです。

昭和22年に早稲田第一高等学院に入学した時、学

生たちの半分は軍服を着ていました。陸士や海兵な

どにいた若者たちが「もう一度学問を」と集まった

のです。腹も減っていたが、学問にも飢えていまし

た。それに30代前半の先生たちが一生懸命に教えて

くれました。とにかく本を読むことが楽しかった。

聞くもの見るものがすべて新しいのですから。

様々な人材が集まり、豊かな交流ができました。

その中で、電電公社の技師長となった中尾徹夫さん

に伝送工学を教わりました。実に面白かった。それ

が私の人生を決めたのです。  （聞き手・佐藤和雄）

2

2015年(平成27年）2月21日発行 小金井稲門会会報第42号

敗戦から独立へ

増田義雄さん（1952年卒・理工） 山中邦彦さん（1956年卒・政経）

「民主主義」を知った

「学問」への渇望

「入学」自体が大事件

在学中は、サンフランシスコ平和条約の発効など、

色んなことが起きましたが、私にとっては岡山から

上京し、早稲田に入ったことが最も印象深い出来事

でした。見るもの、聞くものがすべてに新しいので

すから。

語学でフランス語をとっ

たクラスメイトとの交流は

今も続いています。

毎月1回、クラス会をやっ

ているんですよ。続いてい

る理由の一つは、仲間に

ＮＨＫのアナウンサーの

生方恵一君がいたことです。

紅白歌合戦で都はるみを美空ひばりと言い間違えそ

うになって話題を呼んだ生方君。残念ながら昨年、

他界しました。

もう一つは、当時、政経には４人しか女子学生が

いなかったのですが、わがクラスにはその１人がい

たのですよ。

歌舞伎に演劇に

授業のない日は東京のまちを良く歩いたものです。

政経学部の校舎に近い演劇博物館に行ってからは、

歌舞伎にも興味を持ち、最初は安い「幕見」で見て

いたんですが、学割があることが分かって３等席で

毎月行くようになりました。歌舞伎の華やかさ、せ

りふ回しの美しさが魅力でした。新派、新国劇、前

進座にも時々、足を運んだものです。

金融論を学ぶ

ゼミは金融論の堀家文吉郎先生にお世話になりま

した。『利子と物価』を著したスウェーデンの経済

学者クヌート・ヴィクセルの利子論などを勉強しま

したね。同級生の多くは銀行に就職しましたが、私

はトヨタ自販を選びました。自動車産業がまだどう

なるか分からない時代です。心配する声もありまし

たが、「面白い会社だ」と感じ、入ったのです。今

のような「世界のトヨタ」になるとは予想もしてい

ませんでしたが。               （聞き手・佐藤和雄）
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卒業したのは50年以上も前になるけど、当時のこ

とで今でもはっきり覚えているのが、1963年に起き

た「吉展ちゃん誘拐事件」。日本で初めてテレビや

ラジオで犯人の声を公開して、情報提供を求めた国民

的関心の高い事件だった。戦後最大の誘拐事件といわ

れたけど、ほんとうに痛ましい事件だったね。

同じ年にＮＨＫで大河

ドラマが始まったのも鮮明

に覚えているよ。第一作目

は江戸幕府大老・井伊直弼

の生涯を描いた「花の生涯」。

直弼を悪役とするドラマや

小説は多いけど、「花の生涯」

は違っていた。

幕末当時、変節する人

の多いなかで、戦争をせずに開国を強引に決めた

直弼の一途な姿勢は評価できると、ドラマを見た頃も、

今もそう思うね。

60年代前半

亘理鐵哉さん（1963年卒・理工） 伊藤佳子さん（1964年卒・教育）

吉展ちゃん事件と「花の生涯」 安保反対デモ

田舎から出てきて

まずびっくりしたの

は「安保反対運動」。

「アンポ、ハンター

イ」という掛け声が

学校中にうねりにな

っていたんだから。

デモにも一度だけ

参加しました。それ

ともうひとつ、とて

も印象的だったのは

野球の早慶戦の盛り

上がり。

この二つが私の２大ビックリ事件です。

6次まである試験に受かっちゃったんですよ。それ

でアナウンサーか教師かですごく迷った。でも最後

は先に合格させてくれたアナウンサーにしました。

学校より旅行だった

学生時代はあんまり勉強しなかった。理工学部は

必修科目の単位が取れないと進級できないので、進級

に必要な最低限の勉強くらいはしたかな。

代わりに熱中したのが旅行だった。キャラバン

シューズを履いて大きなリュックを背負い、足は国鉄

の均一周遊券、宿は寺やユースホステルという貧乏

旅行で、日本各地を周った。ユースホステルでは、

夕食前に館長さんと宿泊者全員のミーティングがあ

って、まず自己紹介をして、それからみんなでワイ

ワイ話をするんだ。

旅は人との出会いというけどそれを実感したね。

小樽の海辺で知り合った人に「ウチにも早稲田の息子

がいるから、家に泊まれ」といわれて、積丹半島に

あるその人の家に泊めてもらったこともいい思い出

だね。

学生旅行の集大成のつもりで、卒業課題は「ユース

ホステルの設計」にしたよ。  （聞き手・福岡貴子）

山梨県人会での活動
学生時代に熱心にかかわったもうひとつが山梨県

人会。私は山梨県出身だったので県人会に入って、

いろいろやりました。とくに故郷に帰ってのイベント

活動などすごく楽しかったです。勉強はまあその次

くらいかな。でも第２外国語のフランス語がすごく

難しかったことを覚えています。（聞き手・金子正和）

アナウンサーか教師か
教師になりたかったので

教育学部に。教職課程で

中学と高校の教育実習に

行った時はとてもうれしか

った。

入学と同時にサークルで

放送研究会にはいっていま

した。その放送研究会で先

輩の話をいろいろ聞く機会

があり結局先輩の勧めに応

じてアナウンサー試験を受

けたんですね。
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私の早稲田時代は学生

運動が非常に盛んだった

頃で、学生は「反権力」

「反体制」に燃えていま

した。

校内の至る所に「授業

料値上げ反対！」のアジ

ビラやポスター、立て看

板が置かれ、演説や授業のボイコット、デモなんか

日常茶飯事。

そんな環境だったので、1969年にチェコの学生

が「プラハの春」（チェコスロバキアの民主化運動）

圧殺に抗議して広場で焼身自殺を図ったことは、他

人事ではない強烈な事件でした。

70年前後のころ

國分ひろみさん（1969年卒・一文） 藤井泰博さん（1971年卒・商）

学生運動とプラハの春 三島事件と小百合さん

70年11月の三島事件は、

ちょうどゼミが始まる前。

仲間のゼミ生から三島由

紀夫が陸自市ヶ谷駐屯地

に立てこもる報せを聞き、

＝右ページの写真＝

大変驚いたことを鮮明に

記憶しています。三島に

私淑する「楯の会」には、早稲田の学生も多く、知人

もいたことを思い出します。

もう一つ、入学間もないある日、図書館にいると、

すでに有名だった吉永小百合さんが私の目の前に座

って勉強を始めたのです。化粧もしていない綺麗な

小顔が印象的でした。

学内よりも飲み屋で哲学を学ぶ

父は常々「人間は如何に生くべきか」を言ってま

した。哲学科に進んだのはその影響です。

そこで宗教哲学の名物教授・仁戸田六三郎先生に

出会います。昼間はクッキー、日が暮れると実存を

落ち着かせるために一杯。

「孔子が言うのは○×じゃない、〇も×も全部汲

み込んでいく。現代はそのものずばりで具体的なこ

とでないと通用しない。具体的なものが必要ならその

逆の抽象的なものも知る力を養っておかないと困る」と。

先生の赤提灯テチガク（先生の口癖のままに表記）

の真髄は深く広く、そのときどきの難解な言葉が今

も懐かしく思い出されます。

悩みぬいて挑戦へ
大学4年の時、ある会社に内定していました。しか

し、父親に長男と言われたことも心にあり、自分を

満足させる仕事とは何か、卒業前まで考え抜き、内定

を辞退し、公認会計士への挑戦を決意しました。

指導教官や親の温かい理解があったおかげで、公務

員として働きながら勉強を続け、数年かけて困難を

乗り越えることができました。

一発勝負も楽しからずや
学生時代は、経営者を目指していたため、経営組

織論のゼミに2年間所属していたのですが、今の仕事

に関わる試験勉強は卒業後に始めました。卒業後も、

下宿に住み続け、大学図書館を利用し、ワセダで志

を同じくする学生と自習する空間や雰囲気を共有し

ました。その経験は、難関に挑むモチベーションに

なりました。

今思えば、試験会場は冷房がなく、体調を崩した

り、電卓が壊れたりアクシデントに見舞われる受験

生も。精神的、肉体的コンディションを整え、運を

味方に年に一度、一発勝負するのは、楽しい一面も

ありました。

今の若い世代は、昔に比べて、チャレンジできる

環境が整っているので、ぜひがんばって欲しいと思

います。 （聞き手・遠藤圭司）

役者として舞台にあがったことも

教員免許のこともあり単位数は結構たくさん取っ

たものの、勉強より家庭教師のバイトや舞台美術部

の活動、早慶戦等々も忙しかったです。

役者になりたい夢もあって、劇団こだまで、サル

トルの戯曲「蝿」に復讐女神（エリニュエス）=蝿で

出演したこともあります。しかし、「学芸会か！」

の評を受け役者を断念。勉学は身につかず、卒業後

も試験の夢を見たり、いろいろ不完全燃焼で彷徨し

た学生時代でした。 （聞き手・福岡貴子）
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70年代から80年代へ

皆川保則さん（1973年卒・政経） 中村彰宏さん（1982年卒・教育）

六大学野球の優勝経験が一度もない アメリカ文化にふれる

バブルが弾ける前、時代は

高揚感に包まれ、その只中に

いました。所属したサークル

の英米留学会で勉強と遊びを

両立しながら、他大学のメン

バーとも活動や交流を深めま

した。

とりわけ、アメリカ文化や

洋楽に影響を受ける世代が多

い時代にあって、礼賛する訳ではありませんが、LA

に短期留学して語学や文化に触れ、アメリカの多様

性や一体感、スケールの大きさを実感しました。

例えば、アメリカで大リーグ野球観戦した際、多

様な人種からなる老若男女が国歌を一斉に歌ってい

た球場の雰囲気と姿が印象に残っています。

とにかくいろいろな

出来事が次々とありま

した。

入学した年は東大

入試がなかった。

それから7月2 0日、

アポロ11号で人類が

初めて月へ、1970年

3月31日はよど号の

ハイジャック事件、11月

25日三島由紀夫自殺、

翌年8月15日米ドルの

金本位制をやめる、こ

れで1ドル360円の固定

相場がくずれていく、1972年浅間山荘事件、札幌

オリンピック、沖縄返還、9月に田中角栄による日中

国交回復。48年第一次オイルショックから狂乱物価

へと――。

でも一番印象的な事は、早稲田の優勝がないこと

ですね。

交流が刺激に
入学前、父親の転勤で大阪より上京して、慌しく

進路変更を余儀なくされましたが、早稲田に行くこ

とになりました。自分のような地方出身者と首都圏

の同年代が交流する中で、よい刺激にもなり広い視

野を得ることができました。

もともとマスコミ志向があり、三省堂とJTBに内定

しました。父親に相談し、旅行が好きなことはもち

ろん、幅広い業務に携われそうなJTBに決めました。

社会人として歩みながら、国鉄分割民営化を目の

当たりにし、時代の変化を肌で感じました。

ボランティア活動と現場実習
教育学部の社会教育専修で真面目に勉強している

仲間に恵まれました。現在、小金井稲門会でご一緒

している福岡貴子さんもそのうちの一人です。

自然の家での子どもたちへのボランティア活動を

含めて、実践、現場実習を重視していました。

早稲田ではヨーロッパ美術、哲学・倫理学などの

授業で影響を受けた素晴らしい先生が多く、自身の

教養や趣味として、今でも日々の生活に役立ってい

ます。 （聞き手・遠藤圭司）

他人のやりたがらない仕事を経験
熱心にしたのはアルバイト、それも家庭教師など

ではなく他人のやりたがらない仕事ばかり、例えば

アドバルーン上げ、ビルの屋上からなのでかなり怖い。

あとは製本屋さん，紙を扱うので結構、力がいる、

体育でウエイトリフテイングをとっていたから丁度

よかったんです。

もうひとつはゼミかなあ。南北問題がテーマのゼミ

だったんですけど、当時のベトナム問題なども含めて

ずいぶん熱心にやりましたね。 （聞き手・金子正和）

超青田狩りの売り手市場
なにせ3年生の12月には

金融、商社関係は就職が

ほぼ決まっていました。

だから成績なんて1年、2年

のときのものだけ、それも

試験がないときもありまし

た。だけど私はメーカー志望

でしたのでメーカーに。
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うちの部会はここが魅力です

囲碁部会 

毎回6～10人のメンバーが集い、年間では

延べ100人程度が参加し、主に5月、11月に開

催される早慶戦での勝利をめざして、研鑽を

積んでいる。

金子誠一さん（1973年政経、6段）と慶応

出身の弟さん(7段)が取り持つご縁で早慶戦

が始まり、交流が続く。慶応は近隣地域の

三田会より多くの有段者が集結し、層が厚い。

しかし、最近の勝敗は、当部会の精鋭メンバ

ーにより、早稲田に軍配が上がっていると

いう。

 ○●○●

代表は、囲碁歴35年の山下芳昭さん（1957

年理工）。会社員時代、勤務先近くの講習会

に通ったことがきっかけとなり、碁の世界に

親しんできた。

「対局を通じて考えたり、先を読んだり、

頭を使うため、楽しみながら長生きできるの

ではないかと思います」と、その魅力を語る。

以前は、代表だった鈴木隆さん（1951年政経）

のご自宅で開催され、福祉会館を経て、本町

の碁会所を拠点に活動中。

「現在、70代の参加者が多いですが、50、

60代の会員にも入っていただきたい。初めて

の方にも、私たちがルールをしっかりご指導

します」と心強いメッセージ。

 ○●○●

メンバーが囲碁を始めたきっかけは様々。

中学時代からのベテランから、ブランク後に

再開した方や初心者までキャリアも多様。

今回、はじめての碁会所へお邪魔すると、皆

さんの碁を打つ表情は、真剣そのもの。対局

は、静寂な雰囲気に包まれ、碁石の音が響く…。

「囲碁の魅力」をみなさんに聞くと――。

「碁石を握ると、心が落ち着く。布石を打つ

こと(物事の運び方)は、仕事の面でも活きた」

「囲碁を通じて、じっくり考えることがで

き、2人でやる趣味には一番いい」

「脳を使うので、老化防止に良い。そして、

白黒の世界はそれ以上でもそれ以下でもない。

将棋は王将を取れば勝ちだが、囲碁はどこを

取れば勝つかわからない。その面白さに魅か

れる」

「一つのゲームの中に、最初にグランド

デザインがあって、中盤にストラテジー、

最後は細かい読み(「寄せ」という)など異な

った要素が入っている」などなど。

○●○●

将棋やチェスなど、おおむねコンピュータ

が優勢にある中で、「唯一囲碁は人間が勝る」

そうだ。囲碁は、最初に駒が置かれていない

ため、自ら流れを創る必要があり、ファジー

な要素があるゆえに人間が勝つ余地が大きい

のだろう。

19×19の盤上には、小宇宙のような奥深い

世界が広がっている。ところで、かの大隈

重信侯は、大変な囲碁好きだったという。

引っ越し先を探す際、囲碁を持ち歩いて、

空き家が見つかると上り込み、一日中仲間

と、囲碁に耽っていたそうだ。また、｢将棋は

戦いだが、碁は経済である｣との言葉も。

囲碁部会は、第一日曜、第三土曜13時～17

時の月2回、本町の碁会所（5丁目2、本町ビル）

で開催中。

皆さんも、気軽に始めてみてはいかがでし

ょう。
                        

（遠藤圭司・記）

右から、大賀さん、金子（誠）さん、石さん、

田中さん、土方さん、堀田さん、代表・山下さん、

植木さん、高野さん、遠藤

～ 盤面に広がる小宇宙
ただいま会員募集中！  私たちがご指導します!! ～
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◆編集部から◆

「特集―戦後70年 それぞれの時代を語る」は皆さん、どう読まれたでしょうか。登場いただいた

8人の方の青春物語は戦後70年のいわば前半の30数年ということになります。激動の中、どん底から

いっきに坂道を登っていった日本。もっとも輝いていた時代だったのかもしれません。たまたま私が

お話を聞いたお二人、伊藤さんは60年安保を皆川さんは70年安保を経験していました。それぞれが

直面した戦後70年の一時代です。（金）

＊題字は國分ひろみさん。デザインと編集協力はサーズデイデザイン（電話042-301-4555）

新会長 西村正臣さんに「抱負」を聞く
60周年までに会員200人に

一言で言えば、魅力的な稲門会にしたいですね。魅力的な会に

ならないと会員が増えません。

小金井稲門会の50周年が2009年でした。次の60周年となる2019年

が一つの節目です。その時までに現在167人の会員を200人にした

いと考えています。

（会員数が）半端な数字だと、多少減っても気にならないかもし

れませんが、200人の大台に乗り、それを割るとなれば、みんな

意識するでしょう。

そのためには、何といっても「魅力のある稲門会」が大前提と

なります。

では、その「魅力」とは何か。世代によっても違うでしょう。

今、新たに活性化チームを発足させようと声をかけています。

30代、40代、50代、60代の各世代にメンバーに入って頂き、一緒

に何かやって頂いても結構だし、その世代ごとのイベントをやって

頂いても良いと思います。

現在、小金井市内に住んでいる卒業生は1670人。世代ごとにみると、50代とその前後の方々がかなり

多いんですね。一方、小金井稲門会の会員は60代、70代で70％を占めています。

現在の会員よりも「10歳ぐらい若い人たち」をターゲットにし、より魅力的な会にすることで、会の

活性化を図りたいですね。

また、女子会の活躍も活性化の大事なポイントになると思います。

□プロフィール
1938年12月、長野市生まれ。秋田市などを

経て東京・杉並へ。都立豊多摩高校時代には、
ラグビー部と柔道部を掛け持ちしながら活躍。
「早慶戦が面白い」という理由で早稲田大学
へ。さらには「変わったやつがいっぱいいる」
と聞いて商学部を選んだ。卒業後は、製紙
会社に就職。電気絶縁紙、トナー、半導体
のテープなど「日本で最初」という商品を生み
出すユニークさに魅かれたという。
文系ながら開発・研究・製造・営業のすべ

てをまかせてもらえることができた。

学生時代、最初は空手部に入ったが授業に
出席できないため半年で退部。代わりに日本
空手協会の東京都本部で修行を重ねた。全国
大会に東京代表として出場し、東京チームの
キャプテンを務めたことも。
空手は5段。70歳から始めた合気道は初段。

30代半ばには夜間の専門学校に3年間通い、鍼
灸師・あんまマッサージ師の国家資格を取得
した。
2007年ごろに小金井市へ転居するとともに

稲門会に入会。本町4丁目在住。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・


